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向同｢口

・
同
じ
釜
の
飯
食
う
「
家
族
』

､

’

キ
ャ
ン
プ
に
浦
在
中
、
最
も

口
に
し
た
言
葉
だ
ろ
う
。
「
パ
イ

ラ
ル
ラ
ー
」
、
「
あ
り
が
と
う
』
、

サ
ン
キ
ュ
ー
」
・
モ
ン
ゴ
ル

語
の
ち
日
本
語
、
時
々
英
語
で

交
わ
し
含
つ
感
謝
。
砂
漠
で
樫

食
を
共
に
す
る
調
査
隊
に
は
言

葉
や
文
化
、
価
値
観
の
違
い
を

超
え
た
リ
ス
ペ
ク
ト
が
あ
る
。

合
言
葉
は
「
ｅ
ａ
ｔ
ｆ
ｒ

Ｏ
ｍ
Ｏ
ｎ
ｅ
‐
ｄ
・
１
ｓ
ａ
ｎ

｛
同
じ
釜
の
飯
塞
食
う
）
』

日
本
側
を
ま
と
め
る
石
垣
忍
岡

山
理
科
大
生
物
地
球
学
部
教
授

（
腿
）
は
言
う
。
多
国
籍
の
隊

は
別
々
に
食
事
を
取
り
が
ち
だ

が
、
こ
の
隊
は
家
族
》
食
卓
を

囲
ん
で
、
そ
の
日
の
成
果
を
議

論
す
る
の
が
楽
し
み
な
ん
だ
」

最
多
時
は
調
人
に
な
る
〃
大

寒
族
″
の
胃
袋
を
満
た
す
の
が

女
性
コ
ッ
ク
の
ガ
ン
チ
ェ
チ
ェ

ク
さ
ん
（
岨
）
と
ア
マ
ル
ザ
ヤ
さ

ん
（
認
）
。
「
発
掘
は
体
力
勝
負
だ

か
ら
ス
タ
ミ
ナ
が
付
く
メ
ニ
ュ

Ｉ
を
考
え
た
の
零
』
“
麺
料
理
の

ツ
オ
イ
ワ
ン
、
餃
子
の
よ
う
な

ポ
ー
ズ
と
い
っ
た
モ
ン
ゴ
ル
料

理
、
臭
み
が
独
特
な
羊
肉
は
日

本
人
の
口
に
合
う
よ
う
味
付
け

に
気
を
配
っ
て
い
る
と
い
う
。

期
間
中
、
偶
然
に
も
４
日
間

で
隊
員
８
人
の
誕
生
日
が
続
い

た
。
ア
マ
ル
ザ
ヤ
さ
ん
が
手
作

り
の
ケ
ｉ
キ
を
食
堂
の
テ
ン
ト

に
運
び
、
雲
が
始
ま
る
。
モ
ン

渭
岡山理科大モンゴノ し

③絆鍵郵
知

尾ご

づ ユ ．‘1

ゴ
ル
産
の
ウ
オ
ッ
カ
「
ア
ル
ヒ
」
ル
ス
ル
ン
さ
ん
（
弘
）
が
親
し
げ

を
酌
み
交
わ
し
、
教
え
教
わ
っ
に
手
招
き
す
る
．
辺
り
に
散
ら

た
賊
を
夜
が
更
け
る
ま
で
合
咽
ば
つ
た
平
ら
な
化
石
を
指
さ
し

し
た
可
一
白
亜
紀
の
亀
の
甲
羅
よ
・
亀

貫
禄
見
せ
る
裟
陪
剛
鱸
雛
溌

ゴ
ビ
砂
漠
南
東
部
の
化
石
塵
の
」
ｃ
彼
女
は
亀
化
石
の
専
門

地
の
一
つ
、
ア
ム
ト
ガ
イ
の
丘
家
だ
。

の
上
。
モ
ン
ゴ
ル
科
学
ア
カ
デ
調
査
５
日
目
の
こ
の
日
、
隊

ミ
ー
占
生
物
学
地
質
学
研
究
所
員
は
こ
ぞ
っ
て
キ
ャ
ン
プ
地
か

（
Ｉ
Ｐ
Ｇ
）
の
女
性
研
究
員
プ
ら
晦
欲
圏
内
の
化
石
探
査
に
出

塞
会
の
夜
は
ア
ル
ヒ
で
乾
杯
。
同
じ
食
卓
を
囲
み
拝
を
深
め
た

格
を
発
見
し
た
の
だ
‘
こ
の

族
』
群
謹
謹
蕊

一

抜
餓
塁
な
標
本
に
蔓
“

議
霊
鎭
窺
学
ク
踊
年
の
一
一
壽

１
９
９
８
年
に
始
ま
っ
た
日

与
鰯
雛
輔
》
恭
灘
一
蒙
共
同
調
査
は
、
抜
群
の
チ
ー

潔
睡
競
鯛
簿
ワ
哨
賜
蕊
識
罐

蕊
鎮
鍔
蕊
ム
鮮
蓬
鰻
艤
韮

よ
う
な
大
物
に
出
く
わ
す
こ
と
一
麺
鈍
趣
奔
雌
罐
罎
牝
雌
誌
哩
詣

は
め
っ
た
に
な
い
庫

が
綻
蕊
灘
鋪
チ
蕊
籠
議
顔

ゴ
ル
人
の
勘
は
当
た
る
。
微
禄
な
り
、
北
米
の
テ
ィ
ラ
ノ
サ
ウ

續
鰐
簿
錦
ッ
噌
貝
羅
灘
締
驍
農

鍔
嬬
郷
噸
童
隊
で
崖
溌
塞
謹

サ
ウ
ル
ズ
類
の
幼
体
の
全
身
骨
い
と
信
頼
関
係
は
築
け
な
か
つ

発
掘
成
渠
に
つ
い
て
鱈
り
合
っ
ツ
オ
ク
ト
バ
い
で
く
れ
る
、
後
進
の
こ
と
を

Ｉ
ト
ル
所
長
（
蓮
と
石
垣
教
縄
泌
年
来
考
え
て
い
る
。
霜
這
心
也
）

の
友
人
で
も
あ
る
Ⅱ
随
時
掲
載


